
関西電力の関西電力の
原発は？原発は？



大飯原発大飯原発33･･44号機には、数々の危険性が号機には、数々の危険性が

予測されている。予測されている。
○○格納容器には、破裂を防ぐための気体抜格納容器には、破裂を防ぐための気体抜
き用のベントがついていない。き用のベントがついていない。
○○水素爆発を防ぐ水素結合器がない（水素爆発を防ぐ水素結合器がない（20152015
年までに設置する予定）年までに設置する予定）
○○事故時に現場司令塔になる免震棟がな事故時に現場司令塔になる免震棟がな
い（い（20152015年設置予定）年設置予定）



送電線の倒壊を関西電力が予想している送電線の倒壊を関西電力が予想している

関西電力の対策図関西電力の対策図



背後の北側斜背後の北側斜
面が崩落する危面が崩落する危
険性の高い大飯険性の高い大飯
原発。原発。

だがその前に、だがその前に、
立地条件が満た立地条件が満た
されていないされていない!!!!



関西電力による若狭原発周辺の活断層

活断層を活断層をなぜここで切るのかなぜここで切るのか

活断層を活断層をなぜここで切るのかなぜここで切るのか
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さらに福島原発事故のあと、さらに福島原発事故のあと、
次々と、過去の資料が表に出て次々と、過去の資料が表に出て
きて、原子炉立地審査指針に違きて、原子炉立地審査指針に違
反することが明らかになった。反することが明らかになった。

以下の新聞記事などは、大半以下の新聞記事などは、大半
が福島原発事故のが福島原発事故の発生後発生後であであ
ることに注意。ることに注意。
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海側のＦＯーＢ断層と、ＦＯーＡ断海側のＦＯーＢ断層と、ＦＯーＡ断
層と、陸側の熊川断層が三連動す層と、陸側の熊川断層が三連動す
れば、総延長れば、総延長6363キロメートルにもなキロメートルにもな
り、松田時彦の式による想定でマり、松田時彦の式による想定でマ
グニチュードグニチュード7.87.8となる。となる。

これは、阪神高速道路をひっくりこれは、阪神高速道路をひっくり
返した兵庫県南部地震（阪神大震返した兵庫県南部地震（阪神大震
災）のエネルギーの災）のエネルギーの5.65.6倍という内倍という内
陸直下型の大地震である。陸直下型の大地震である。



11･･22号機号機

22号機号機

大飯原発大飯原発33･･44号機も津波で電源喪失が起こる。号機も津波で電源喪失が起こる。
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「丹後・若州・越州、「丹後・若州・越州、
浦辺波を打ち上げ、浦辺波を打ち上げ、
在家ことごとく押し在家ことごとく押し
流す、人死ぬ事数流す、人死ぬ事数
知らずと云々」知らずと云々」

若狭若狭（福井県）（福井県）のことのこと

読売新聞でさえ読売新聞でさえ
こう報道している。こう報道している。



15861586年年11月月1818日（天正日（天正1313年年1111月月2929日）日）
のの天正大地震天正大地震 マグニチュードマグニチュード7.87.8 ────
若狭地方が地震にともなう山のような大若狭地方が地震にともなう山のような大
津波に襲われ、人々や家屋が流され、津波に襲われ、人々や家屋が流され、
若狭湾に甚大な被害をもたらした。若狭湾に甚大な被害をもたらした。

中部地方中部地方（（福井県福井県・岐阜県・長野県・愛・岐阜県・長野県・愛
知県・三重県・石川県・富山県・滋賀県）知県・三重県・石川県・富山県・滋賀県）
～～近畿東部近畿東部の広大な範囲を襲った大地の広大な範囲を襲った大地
震。震。

数千人が死亡した。数千人が死亡した。



イエズス会日本書翰集イエズス会日本書翰集((東京大学史料東京大学史料
編纂所編纂所『『大日本史料第大日本史料第1111編之編之2323』』））

天正天正1313年年1111月月2929日（日（15861586年）年）
若狭の国の長浜か小浜と称する大若狭の国の長浜か小浜と称する大

変大きな海辺の町で、その土地全体変大きな海辺の町で、その土地全体
が大きな恐怖のうちに数日間震動しが大きな恐怖のうちに数日間震動し
たのち、海が荒れて、遠くからたのち、海が荒れて、遠くから甚だ高甚だ高
い山とも思われるほどの大波が怒りい山とも思われるほどの大波が怒り
狂って襲来狂って襲来し、恐ろしい轟音を立ててし、恐ろしい轟音を立てて
町に襲いかかった。そしてほとんどす町に襲いかかった。そしてほとんどす
べてを破壊して、海に呑み込んでしべてを破壊して、海に呑み込んでし
まった。まった。



日本海側には津波は日本海側には津波は
なかったどころか、若狭なかったどころか、若狭
湾西方の京都府宮津湾西方の京都府宮津
市の眞名井神社の「波市の眞名井神社の「波
せき地蔵」（沿岸から約せき地蔵」（沿岸から約
500m500m、標高、標高40m40mにある）にある）
には、「大宝年間（約には、「大宝年間（約
13001300年前）の大津波を、年前）の大津波を、
ここで切り返した」とのここで切り返した」との
伝承が残る。伝承が残る。



天の橋立近くにある天の橋立近くにある眞名井神社眞名井神社



真名井真名井原原 波せき地蔵波せき地蔵堂堂────昔大宝年間（約昔大宝年間（約13001300年程年程
以前）に大地震の大津波が押し寄せたのをここで切り返以前）に大地震の大津波が押し寄せたのをここで切り返
したと伝えられ、以後天災地変から守る霊験と子育て病したと伝えられ、以後天災地変から守る霊験と子育て病
気よけの妙徳も聞こえる気よけの妙徳も聞こえる────平成平成88年（年（19961996年）年）88月月88日日

西暦西暦703703年の丹波大地震で、年の丹波大地震で、
若狭湾の沖にある一つの島が若狭湾の沖にある一つの島が
沈んで高い山の二つが残り、沈んで高い山の二つが残り、
現在の冠島と沓島が残ったと現在の冠島と沓島が残ったと
の言い伝えが残る。の言い伝えが残る。



また江戸時代にまとめられたまた江戸時代にまとめられた『『丹後風土記残欠丹後風土記残欠』』でも、ほでも、ほ
ぼ同時期、大地震で舞鶴沖の島が海中に没したとの記述ぼ同時期、大地震で舞鶴沖の島が海中に没したとの記述
があった。があった。

『『舞鶴市史舞鶴市史』』でも、でも、17411741年に大浦半島の年に大浦半島の2828軒が津波で壊軒が津波で壊
されたと記されていた。だがされたと記されていた。だが関電はすべて切り捨ててきた関電はすべて切り捨ててきた。。

大津波の記録が残る大津波の記録が残る
宮津市宮津市

舞鶴市の大浦半島舞鶴市の大浦半島

高浜原発高浜原発
大飯原発大飯原発



大飯原発では・・・大飯原発では・・・

ブロックをつみあブロックをつみあ
げて、全体を高くげて、全体を高く
しますします

関西電力の津波対策図関西電力の津波対策図
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美浜原発では・・・美浜原発では・・・

浜岡と同じように浜岡と同じように
壁を建てます壁を建てます

関西電力の津波対策図関西電力の津波対策図
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高浜原発では・・・高浜原発では・・・

浜岡と同じように浜岡と同じように
壁を建てます壁を建てます

関西電力の津波対策図関西電力の津波対策図
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このように、ストレステストをおこなって、大このように、ストレステストをおこなって、大
地震・大津波の対策をとった瞬間に、その地震・大津波の対策をとった瞬間に、その
原子力発電所は、立地審査指針に違反して、原子力発電所は、立地審査指針に違反して、
存在してはいけないことになる。存在してはいけないことになる。

大地震と大津波に耐えられる原子炉が、大地震と大津波に耐えられる原子炉が、
機械工学的にあり得ないことは、技術者の機械工学的にあり得ないことは、技術者の
常識だからである。常識だからである。

だからアメリカ・ヨーロッパでは、大地震のだからアメリカ・ヨーロッパでは、大地震の
発生地には原発を建設しない。アメリカの原発生地には原発を建設しない。アメリカの原
子炉が、設計時に大地震を想定していない子炉が、設計時に大地震を想定していない
のは、そのためである。のは、そのためである。



地震帯に原発が集中しているのは日本だけ地震帯に原発が集中しているのは日本だけ!!!!

赤点●は原発黒点●は震源

それが、この図の意味それが、この図の意味



原発に反対する側も、福島原発事故が起原発に反対する側も、福島原発事故が起
こって、恐怖のあまり、事故前に何を論争しこって、恐怖のあまり、事故前に何を論争し
ていたかを、すっかり忘れていた。ていたかを、すっかり忘れていた。

去年の去年の33月月1010日までは、原発の周辺で、日までは、原発の周辺で、
大事故を引き起こすおそれの高い大地震大事故を引き起こすおそれの高い大地震
が起こり得る、あるいは大津波が起こり得が起こり得る、あるいは大津波が起こり得
る、ということを、電力会社と論争してきたる、ということを、電力会社と論争してきた
のではなかったか。のではなかったか。

その時、電力会社は、すべてわれわれのその時、電力会社は、すべてわれわれの
意見を否定してきた。意見を否定してきた。

なぜ否定したのか。なぜ否定したのか。



電力会社は、原子炉立地審査指針に違反して電力会社は、原子炉立地審査指針に違反して
はならないことを、知っているからだ。はならないことを、知っているからだ。

そのことを知っているのは、原発の主任設計者そのことを知っているのは、原発の主任設計者
だった田中三彦氏（現在のだった田中三彦氏（現在の東京電力福島原子力東京電力福島原子力
発電所発電所国会事故調査委員会のメンバー）である。国会事故調査委員会のメンバー）である。

原子炉立地審査指針の規則を熟知しているの原子炉立地審査指針の規則を熟知しているの
は、電力会社である。は、電力会社である。

そのため彼らは、絶対に、大きな活断層を認めそのため彼らは、絶対に、大きな活断層を認め
ようとしなかった。関西電力の場合は、絶対に過ようとしなかった。関西電力の場合は、絶対に過
去に若狭湾で大津波があった事実を認めようとし去に若狭湾で大津波があった事実を認めようとし
なかった。それが、彼らにとって原発存続のためなかった。それが、彼らにとって原発存続のため
に唯一の「指針に適合する」判断であった。に唯一の「指針に適合する」判断であった。
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原子力プラントの津波対策原子力プラントの津波対策
最大津波の想定値（メートル）最大津波の想定値（メートル）

福島原発事故前の想定福島原発事故前の想定
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東海大地震を待つ東海大地震を待つ
浜岡原発でさえ浜岡原発でさえ8m8m

去年まで公式には指針に適合して去年まで公式には指針に適合して
いると電力会社は主張してきたが、いると電力会社は主張してきたが、
現在では、その主張は崩壊した。現在では、その主張は崩壊した。

最も低い若狭最も低い若狭
の原発群の原発群

40.5m40.5m



3232。。

しかし今や若狭湾ではしかし今や若狭湾では
日本原子力発電の日本原子力発電の

敦賀原発でも活断層敦賀原発でも活断層
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もんじゅ・美浜周辺のもんじゅ・美浜周辺の
断層も連動想定断層も連動想定

総延長総延長100100キロキロ

マグニチュードマグニチュード88をを
超える巨大地震超える巨大地震




